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プレスリリース 2014 11月12日 
国境なき医師団（MSF） 

 
中央アフリカ共和国：MSFの に の  

 
中央アフリカ共和国で 11 月 7 日、医 物資を拳せ、国境なき医師団（MSF）の であることを

した 拡 ラッ が武装勢 に された。事件は、 都 ン と勾部の アを 道で、 ロ
と ン レの の 上で招きた。 と拳 の 放のために が要 された。さらにその 24 時

、この武装勢 が同 上で の MSF 1 台を捕捉。MSF のチームリー ーが連れ され、
の供拜を られた。この は ン レの の を ったとこ った。 

 
い  

 
MSF活動責任者デルフィーヌ・シュドルジュは「今回の2件は極めて深刻です。いずれの場合も犯人は非
拤に で、MSF スタッフを侮辱し、脅し、銃口を向け、威嚇射撃までしました。事実上の拘束であるこ
の 2 件で 当 の現 を勮要されたのです。 い、拆 者はいなかったものの、人道援助 事者へのこ
した や脅威は できません。多国 軍を中 に 的な 方が広がっていますが、今回の事

件は、平和とは程遠い中央アフリカの現状の表れです。危機に瀕し、人道ニーズの膨大なこの国での援
助活動は、 らず 勢勘安に阻まれています と している。 
 
MSF も、都市圏外で活動中のプログラム約 15 件への物資供給が阻まれ、担当チームが大きな危険に
さらされれば、援助縮小の決断をせざるを得なくなる。しかし、その援助は大勢の人の頼みの綱であり、
MSF 以外に医 供者のいない地 の にとっては 綱 。 
 
無法状態の改善が急務 
 
今回の 2 件の事 は人道援助 事者やその に対し、 数 月 、 に 10 月以 、 らかに
増 している 撃・ の一 。MSF が を り拮してきた担当拈、多国 軍、地 武装勢 は
安全確保を け合 ものの、実 のとこ は 動が っていない。 
 
MSF で中央アフリカのプログラムを担当するローラン・シュリーは「現 はまったく 在 がなく を り、
無法状態が広がっています。国連中央アフリカ多面的統合安定化ミッション（MINUSCA)も一般市
の保護に失敗しています。仏軍のサンガリス作戦部隊も欧州連合部隊（EUFOR）も地方や主要道の
安全を確保できていません。一般の人びとと同様、NGO も安全の欠如の犠牲となり、野放しの武装勢

が る と勮 のたやすい 的となっています と る。 
 
MSF の中央アフリカにおける活動は 1997 に まり、2013 には現在まで続く緊急事態への対応と
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して国内の活動プログラムの件数を倍増した。 
 

以上 
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